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①  研修の日時  

 平成 27年 8月 4日 （火 ）から 8月 5日 （水 ）  

 

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。）  

広島への原爆投下後 、邑 南 町出身 の被爆 者 が避難するために歩いた道 のりを

逆 さからたどり追 体 験 することで、戦 争 の悲惨 さと平 和 を学 ぶことを目 的 に邑南町公

民館連絡協議会 が主 催 している事 業 。  

その事業 のスタッフとして参 加 者 と一 緒 に歩 き、主 に中 学生 の参加者 の前後 に

位置 し、安 全 に歩行 できるようサポートする。  

 

●８月 ４日 （火 ）  

 １１：３０  出発式  スタッフ紹 介 、出 羽 公民 館長挨拶 、千 羽 鶴受 け渡 し  

       写真 撮影  

       参加 者 数     ６７名 （うち中 学 生 ２７名 、高 校 生 ２名 、大 人 ３８名 ）  

       参加 者 の年齢  中学生 から70歳  

 １２：００  出羽公民館出発  

       約 １時 間 半 毎 に１５分 程 度 休憩  

 １８：２０  夕食  １時 間 の休憩  

 

●８月 ５日 （水 ）    

２：００から３：３０  安佐北区総合福祉 センターで仮眠  

  ８：３０  原爆 ドームに到着  

       広島 邑南 会 のみなさんの出迎 え  

       写真 撮影  

       千羽 鶴奉 納  

  ９：３０  解散  

＊全行程 ６８ｋｍ、２０時 間 ３０分 の間 、休 憩 及び仮眠時間 を除 き歩 きっぱなし  

 



 

 

③  研修 の感想  

（研 修 の全 般的 な感 想 、各 団 体 での活動 の意義 や協働 に対する感 想 （研 修 前後

における意 識 の変化 ）等 について記入 してください。）  

 

昭和 ６３年 に始 まって以 来今年 で２８回 目 を迎 えた邑 南町公民館 連絡協議会主催

の「歩 こう広 島 まで」に「歩 行 スタッフ」として参 加 した。参 加 者 の多 くは邑 南町 の方々だ

が、浜 田 市 、広 島 県 、山 口 県 の方 もいた。  

参加動機は様々だ。５０歳 の区 切 りとして参 加 した邑 南町出身 で広島県在住 の男

性 、親 戚 が邑南町 にある縁 で参加 した山 口県 の男性 、原 爆 投下 ７０年 の節 目 として参

加 した女 性 、夏 休 みの思 い出づくりにと参 加 した男 女 の中学生 ・高 校 生 。浜 田 市 に住

む中学生 の孫 を誘 い、孫 となら歩 けると参 加 した地 元 の７０歳 の女 性 。（このコンビ、最

後 の到着者 として見 事 に歩 き通 された。）また、ビーチサンダルで最後 まで歩 き通 した中

年男性 には驚 かされた。一 緒 に歩 いてみて、参 加 者一人ひとりにこのイベントに対 する

自 分 なりの強 い動機 があるように感 じられた。  

私 のスタッフとしての仕事 は主 に中学生 が隊列 から離 れないよう、また、事 故 に遭 わな

いように見 守 ることだった。歩 き始 めは集団 のスピードについて行 けず、最 後 尾 をついて

行 くのがやっとで人 の世話 どころではなかったが、時 間 が経過 し深 夜 になると隊 列 は小

集団 となり、その距 離 が離れていくことによって出 番 となった。小 集 団 の見守 りスタッフと

しての役 割 が回 ってきたのだ。この頃 になると歩 くスピードが落 ちたのと不 思 議 なもので役

割 を与 えられたことにより疲 れを感 じなくなっていた。最 初 に見守 ることになったのは、男

女 の中学生 とその母親 の 3人家族 と一 人 で参加 した女 子中学生 の４人 。約 ２時 間 、車

の通過音 しか聞 こえない５人 の沈 黙 の行進が仮眠所 まで続 いた。夜 が明 けると中 学 生

の見守 りとなった。広 島 市内 に入 ると急 に自転車 が増 えてくる。自 転 車 がブームなのだ

ろうか。中 学 生 くらいの年 頃 は習性 として歩 道幅一杯 に横一列 になり話 しながら歩 く。

前 後 から自 転 車 が近 づくたびに接触 しないかヒヤヒヤした。もっと注 意 すべきだったと反

省 している。神 聖 なイベントも事 故 が起 きたら台 無 しだ。  

全員無事 に事故無 く終 えることができた最 大 の要因 は、「車 スタッフ」（公 民 館 職員 を

中心 とする役 場職員 ）の皆 さんの献身的 なサポートに徹 した働 きだ。要 所 々での沿道 か

らの励 ましの掛 け声 。暗 闇 の中 での的確 な道案内 。休 憩 所 でのお茶やレモン等 の接待

。おそらく歩 行 に参加 した皆 が「車 スタッフ」に満 足 しているのではないだろうか。  

多 くの自 治体 では職員 が減少する中 、本 庁 に職員 を集約 しているが、邑 南 町 では、

町 内 の公民館全 てに町職員 をおき、地 域 の窓口 として住 民対応 をしている。あくまでも

２日 間 で感 じたことだが、そのためか住民 と職 員 との距 離 が短 いように感 じられた。これが

本 来 の住民 と職 員 とのあるべき姿 または関係 のような気 がした。  

最後 に、私 自 身 、最 後 まで歩 けるか非 常 に不安 であったが、「車 スタッフ」にお世 話 に

なり、また、スタッフとして参 加 したからには主 催者 に迷惑はかけられないという一 心 でな

んとか歩 き通 すことができた。ゴールした時 は久 しぶりに充 実感 を味 わうことができて参 加

したことに満 足 している。今 後 も、邑 南 町 の若 い世代 がこのイベントを引 継 ぎ長 く続 くこと

祈 るとともに今 回参加 された全 ての皆 さんに感 謝 して私 の感想 とする。  

④ その他特記事項   

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 

 


